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1．「生活時間」の定義
この骨子でいう「生活時間」とは、仕事に従事し、または拘束されている時間
（労働時間、休憩時間）を除いた時間全体のことをいう。具体的には、「生活時間」は、

(1)労働者の休息・睡眠などの健康確保のための「休息時間」
(2)労働者の余暇、自己啓発等のための自由な「個人生活時間」
(3)労働者の家庭における家事、育児、介護及び団らんなどに費やす「家族生活時間」
(4)労働者が市民として地域活動、社会活動に参加するための「社会生活時間」
などから構成される。

2. 基本的考え方
(1)長時間労働が、労働者個人の「休息時間」や自由な「個人生活時間」を大きく制約する
だけでなく、「家族生活時間」や「社会生活時間」を奪い、少子化や地域の疲弊などを
もたらす大きな要因となっていることから、これからの労働時間の規制のあり方は、
こうした個々人に帰属すると同時に、家族や地域、社会において共有される市民的公共性を
有する「生活時間」という視点から、検討されなければならない。

(2)時間主権という概念は、これまで労働者が職業生活において自ら働く時間を決定・配置できる
という意味で理解されてきたが、これからは労働者がそれぞれの生活スタイルやライフステージ
に応じて自らの生活時間を主体的に決定・配置できる生活主権という意味を持つものとして
認識すべきである。

(3)性別にかかわらず個人の多様性を尊重するためには、生活時間を確保するための政策が
不可欠である（以上、「かえせ☆生活時間プロジェクト」からの立法提案骨子より抜粋）。

「新たな社会構造」への提言
性別役割分業問題を可視化する「生活コアタイム」等の法概念化を









「弱いきずな」が今日的な安心と成果を導く
↓

ウイーク・タイズの理論

ウィークタイズ＝「弱いつながり・緩やかな関係」
(他組合・企業の知り合い、SNSでの知り合い・友人の友人？・関係組織・専門家・ＮＰＯ)

ストロングタイズ＝「強いつながり・強固な関係」
(家族・職場の同僚・同級生・同じ会社で毎日働いている身近な上司や同僚・労働組合)

人と人をつなげる、多数のネットワークを持つ
「ハブ」の役割を担う



「弱いきずな」という意味の言葉で、アメリカの社会学者マーク・グラノヴェッターが1973年
に発表した概念です。

ウイーク・タイズの反対の言葉はストロング・タイズ、つまり「強いきずな」であり、これは家族
や親戚、親友などといったその人にとって非常に強い結びつきのある人間関係を指します。
ストロング・タイズは、同じ会社で毎日働いている身近な上司や同僚も含まれます。

マーク・グラノヴェッターは、このストロング・タイズの人間関係の中でばかり仕事や生活を
していると、限られた情報の中で暮らすこととなり、新しい世界や情報に接するチャンスを
失うことになると指摘しました。

これに対し、ウイーク・タイズとは自分の知らない業界や深い人間関係がな
い人たちとの繋がりになります。
この場合、自分にとって新鮮な新しい情報が得られる可能性が高くなると
グラノヴェッターは主張しました。

そしてグラノヴェッターの研究によると、ストロング・タイズに頼って情報収集をした人より、
ウイーク・タイズと通して情報を集めたり、自分とまったく違うコミュニティーにいる人とつな
がった方が大きな価値が生まれるという事実を発見することが出来た、というのです。、
これが、ウイーク・タイズの考え方です。

引用：キャリア・インサイト



「ストロング・タイズ(strong ties)」という英語の言葉があります。これは

「強い絆(きずな)」とか「深い関係」などの意味で、文字通り人間関係に

おいて強い結びつきのある状態を指します。

しかし、日本ではちょっと違う意味で用いられています。

日本で「ストロング・タイズ」と言うと、仕事が終わった後でも上司や同僚などとビールを飲み

に行ったりする事や、さらには社宅などで暮らしている環境を指すのです。

つまり、仕事の時間外でも職場の人間とのつながりが強すぎる、典型的サラリーマンの人間

関係を意味します。狭い人付き合いに縛られているという意味で否定的に取り上げられるの

です。

それとは逆に、たまにしか会わない間柄の関係を「ウィーク・タイズ」と呼びます。このウィーク

(weak)は「弱い」というよりも「緩やか」と訳すのが良いかと思います。

毎日会っているわけではないけれど、信頼関係を築けている仲間のことです。

ある研究では、古くからの友人といった、自分にとって強い絆で結ばれている人物よりも、

「ちょっとした知り合い」のような弱い絆で結ばれた人物のほうが、自分に与える影響が大き

いという結果も出ているようです。 情報労連機関紙より



みなさんにとって一番相談しやすい人は誰ですか？
いつでも相談できる人は身近にいますか？
会社の上司ですか？
家族ですか？

でも、職場の人には言えないこと、家族には言いづらいこともありますよね。身近な人だ
からこそ相談できないことも、時にはあるでしょう。

逆に、あまり身近過ぎない人にこそ、悩みの相談ができたり愚痴を言えたりすることが
ありませんか？

みなさんも自分の職場や家庭とは違う世界に身を置く友人、いつも会っているわけでは
ないのに不思議と信頼できる「ウィーク・タイズ」の相談相手に「自分がどんな仕事をす
ればいいのか」「仕事のために何を身につけたらいいのか」「これからどんな自分の家
庭を築くのか」を相談してみてください。

こんな悩みを相談できる「ウィーク・タイズ」の相手をどれだけたくさん持てるかで、これ
からの人生のストレスは大きく変わってくるのです。

「ウィーク･タイズの相談相手をつくる」ためには仕事や家庭以外の付き合いをすること
です。

まずは、趣味の集まりや習い事、地域の活動などに積極的に参加することで知り合い
の人を増やすことからはじめてみましょう。

情報労連機関紙より
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